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現職日本語教師研修のための読解教材開発 

―「変化する日本語」・「日本人の特質」の制作と検証 ― 
 

                            福留 伸子 
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1. はじめに  

 

 
要  旨 

 
 筑波大学留学生センターでは、韓国京畿道外国語教育研修院の委嘱を受け、韓国及び日
本で、現職日本語教諭のために各１ケ月間の再研修を実施することになった。本稿では、
韓国の研修で使用した「読解」教材制作の背景と意図、筆者が制作を担当した「変化する
日本語」・「日本人の特質」の紹介及び教材の検証結果について述べる。１ケ月という短期
研修での学習効果を上げ達成感を得させるために、必須科目で扱う話題を共通にしたこと
は効果を上げ、読解授業が目標にした、種々の生素材に触れながら現代日本事情の一部を
知ること、理解語彙や理解表現を増やすという点については成功した。しかし、大部分の
研修生の日本語能力レベルに対し教材の難易度が高かったことと、日本語能力別になって
いないクラスで使用する教材として改良しなければならない点があることが明らかになっ
た。 
【キーワード】現職日本語教諭  読解教材  達成感  難易度  日本語能力別 
 

Development of Reading Materials  
for Training Japanese Language Teachers: 

 producing the texts titled “Changing Japanese Language” and“The Characteristics  

of Japanese People” and the result of the lesson by the texts  
 

FUKUTOME Nobuko 
 
【Abstract】Gyeonggi-do-Institute for Foreign Language Education asked International
Student Center,University of Tsukuba to carry out one-month retraining of Japanese
Language teachers both in Korea and Japan.  In this article the author stated the
following three points about the reading materials: 1) The background and aim of
producing the reading materials which were used for the training in Korea, 2)
Introduction of “Changing Japanese” and “The Characteristic of Japanese people” which
I made.  3) The result of the lesson carried out using these materials.  We used the
same topics for the required subjects to achieve good learning results and to let the
trainees have feeling of accomplishment in one-month training.  This brought us good
results.  It was also successful to let the trainees know about the present Japanese
affairs by using various authentic materials and to increase vocabularies and
expressions.  However, I found there were some problems.  The materials were too
difficult to almost all the trainees and they need to improve for the classes not divided
according to trainees’ Japanese Language capabilities. 
【Keywords】Japanese Language teachers, the reading materials, accomplishment,

difficult, Japanese Language capabilities 
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１．はじめに 

 韓国の中等教育における日本語教育は、1973 年に高校教科課程の中に第二外国語科目の一

つとして日本語が加えられたときから開始している。近年の調査では森山（2001）によると

日本語科目を設置している高校が 1058 校あり全国の半数以上の高校で日本語教育が行われ

ている。そこでの学習者数は約 76万人で、全高校生の３割が日本語を勉強していることにな

る。ここ１，２年は中国語を選ぶ高校生が急増しているが日本語教育の需要は依然として高

い。 

その最近の教育内容は、1997 年韓国教育部の示した第７次教育課程（日本の学習指導要領

にあたる）によって指針が与えられており、｢会話中心（聞く･話す）。正確さよりは流暢さ｣、

「異文化理解重視」、「インターネットによる情報検索能力、通信能力の向上」（森山前掲）な

どを図る授業内容が期待されている。日本語教科書は、第７次教育課程に準拠した検定教科

書「日本語Ⅰ」が 12種類、「日本語Ⅱ」が 4種類発行されている。そのうち多くの高校で使

用されている教科書「日本語Ⅰ」には「高校生の基本的な日本語意思疎通能力が育成できる

よう作成した」と記されており、コミュニケーション能力をつけるための技能が重要視され

ていることがわかる。韓国の高校では第二外国語科目が必修となっており、従って大学受験

時の「修学能力試験」（日本のセンター試験にあたる）で第二外国語科目を受験する必要がで

てくる可能性もある。このことは高校での日本語科目選択希望やその授業内容に大きな影響

を与えている。 

 また、中学校においては、第７次教育課程の施行により 2001 年度から各々の中学校校長に

選択をまかされた裁量科目「漢字・コンピュータ・環境・第二外国語（独・仏・日・中・露・

西・アラビア語）」の一つとして日本語を教える学校もでてきている。 

ところで高校生自身は日本語科目をどのような動機に基づいて学習しているのだろうか。

今年 3月に韓国京畿道外国語教育研修院（以降、研修院）で教師を対象に行ったインタビュ

ー調査（資料）によれば、積極的なものと消極的なものに分かれるが、先ず前者の学習動機

は「大学受験のため」というものである。前述したごとく、韓国で行われる「修学能力試験」

で第二外国語として日本語試験を受ける高校生がいて、このタイプの学習者は意欲・動機が

高いことは当然である。他に「日本のアニメが好きだから」という学習者も多く、彼らはあ

まり勉強が好きではないが、日本のマンガやアニメーションがもっとよく理解できるように

なりたいから日本語科目を選択するのである。消極的な動機は、本来第二外国語科目は７言

語のうちから選択できることになっているが、自分の高校では日本語以外に開講されている

ものがないので仕方なく履修するというものである。あるいは、他の第二外国語よりは「易

しい」からという理由で日本語を選択している者もかなりいるようだ。確かに韓国語と日本

語は共通点が多いことが実証されており、地理的・文化的にも近いので韓国語話者にとって

学習しやすいことは間違いないと言える。 
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２．「読解」授業の目標 

 以上の状況の中で現職教師を対象とする再研修での授業は何を目標として行うべきであろ

うか。現職日本語教師研修はすでに国際交流基金日本語国際センターが長年に渡り国内外に

おいて行ってきており、実践報告、研究も豊富に見られ、多くの業績をあげている。特にそ

の中でも、木田他（1998）が現職日本語教師の多様性の要因をまとめ、木谷他（2003）が２

ケ月の短期研修において「4 技能統合型の話題ベースのシラバスが最も適している」と述べ

ていることは注目すべき点である。今回のわれわれの研修はさらに短い１ケ月間であるから、

学習者が達成感を味わえるようにするため、各必須科目間に有機的結びつきをもたせ、４技

能統合型の「総合シラバス」（木谷他前掲）を目指した授業体制を組むことが望ましいと考え

られた。そこで、「読解」と「聴解」授業で使用する教材の話題を統一し、共通語彙、共通概

念を扱うことによって、学習者の関心が分散せずに当該の話題に関して理解が深められるよ

う図った。 

 話題選択は研修生の興味・関心が事前インタビューを通して明らかであった（前掲資料）

ので、それに応じて、一つは「若者ことば、マニュアル敬語」に焦点をあてたもの、一つは

現代日本人の特徴の一つとも言える「せっかちさ」、「厳格な時間意識」を取り上げて日本事

情に触れられるようにした。また、本稿では扱わないが、日本人と韓国人の異文化理解のた

めに「韓日の言語行動比較」を三つ目の話題として取り上げた。 

さらに、現職教師の研修で忘れてならないことは研修を受ける者が学習者であると同時に

日本語教授者でもあるという事実である。木田（2004）も言っているようにそのどちらの側

面に注目するかによって研修授業の目標も変わってくるが、我々としては第一に日本語学習

者として研修生を捉え、彼らの日本語能力を伸ばすことに授業の目標を定めた。教授者とし

てさらなる進歩をとげるには、自分の日本語能力に自信をもつことと、日本語での生情報を

授業のために利用できるだけの日本語力を養成していくことが必要だと考えたからである。

そこで「読解」授業では教授法に関しては全く扱わないことにした。 

日本語学習者としてのレディネスは研修生によって様々である。その多様性の要因につい

ては木田他（前掲）に詳しいが、特に読解能力という面から考えてみた。研修生が高校の授

業で取り扱う文法はごく初級項目に限られており、使用する高校教科書「日本語Ⅰ」で読む

材料としてあるのは短い会話文をそのまま文字に置き換えたものがほとんどである。段落を

もつまとまった文章としては敬体で表現された近況報告の手紙文程度のものだ。読むものは

単文ばかりである。環境からすると、研修生自身が自己研修しない限りは、長文の日本語や

生情報を読む機会はほとんどなさそうである。しかし、普段われわれが接している韓国留学

生の読解力と重ね合わせながら、日本語の生素材を独力で短時間のうちに読みこなすだけの

力はなくても、語彙的な手当てがあればかなり内容把握はできるのではないかと、筆者は推

測していた。 
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上記のことを背景に、読解授業の大きな目標として以下の三つを立てた。①日本語で書かれ

たまとまりのある数種類の生素材に触れながら、日本事情・文化の一部を知識として得る。②

素材を通して理解語彙・表現を増やす。③日韓の文化を口頭または文字で比較表現してみる。 

 

３．「読解」教材の内容 

 前記の授業目標にそって次のことを考慮しつつ教材を作成した。 

素材に関しては、さまざまなタイプの生の読み物に触れさせる、語彙は難しくても，文及

び文章構造はできるだけわかりやすいものにして読む楽しさを感じさせる、現代日本事情・

文化の様相に触れ、その知識を得させる、ということを意図しながら、随筆，新聞記事（事

件・コラム）、簡単なグラフとその短い説明文、小論文風なものを採用した。 

設問に関しては、長文には慣れていないと思われるので、１，２段落毎に内容を確認しな

がら読み進んでいくようにし、内容理解を第一として次の事柄に留意した。①設問に答えて

いくことで、内容理解が進む。②タスクを行うことで４技能を発揮させられる。③日本語能

力の高い人のための応用設問も加える。④９０分で消化できるものにする。 

 下に各ユニットの目標と教室活動を紹介する。これは実際に使用した教材の始めの頁に掲

げたられたものと同一である。「目標」にはどんなタイプの読み物をどういう目的で読むかが

示されており、これを見ることで教材の内容がわかる。「教室活動」には教材の組み立てに従

って「読む前」の活動、設問に答えながら本文を「読む」作業、「読んだ後」の活動順序が示

されている。 
 

ユニット１．変化する日本語―トピック１ あいまい表現 

《目標》 

１ 約２０００字の敬体による随筆の前半部分（段落１～５）を精読し、著者の立てた

仮説とその調査結果について理解する 

２ 生徒たちに影響を与えている日本の「若者ことば」に関して大まかな知識を得、変

化しつつある現代日本語の実態に触れる 

３ 日本のアイドル歌手が発しているメッセージに触れる 

《教室活動》 

１ 日本の若者の使っている「曖昧表現」の例を知る 

２ 現代韓国の若者ことばに見られる特徴を話しあう 

３ 本文を読んで著者の立てた仮説を理解する  

４ 本文を読んで「曖昧表現」とは何かを知る 

５ 歌手、浜崎あゆみの発しているメッセージを読む 

６ 宿題のフィードバック 
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ユニット１．変化する日本語―トピック２ マニュアル敬語 

《目標》 

１ 敬体による随筆の後半部分（段落６以下）と常体による短文の随筆を精読して、実際

に使われている間違った敬語の問題について考える 

２ 問答形式の短文を読みながら、敬語に対する知識を振り返る 

３ 新聞記事から、変化する日本語に対する日本人の意識を捉える 

《教室活動》 

１ 日本の若者の使っているマニュアル敬語の例を知る 

２ 本文を読んでマニュアル敬語とその背景をつかむ 

３ 「敬語のカン違い」を読んで敬語に対する知識を振り返る 

４ 「変わる日本語」の記事を読み、変化する言葉への日本人の意識を知る（グループ

に分かれて異なる記事を読む） 

５ 読んだ記事の内容を報告しあう   

６ 短縮語について考える 

 

ユニット２．日本人の特質―トピック１ せっかちな日本人 

《目標》 

１ 新聞記事の見出しを読んで内容を推測し、内容理解をはやめる 

２ 新聞記事の構成を知り、内容把握しながら、新聞独特の文体に慣れる 

３ 記事を読んで日本人の時間意識の変化をとらえる 

《教室活動》 

１ 韓日の新聞紙面を比べる 

２ 報道記事の写真や見出しから記事内容を推測する  

３ 報道記事の大意を読みとる 

４ 報道記事詳細を読む 

５ コラム記事の見出しから記事内容を推測する 

６ コラム記事の詳細を読む 

 

ユニット２．日本人の特質―トピック２ 日本人の時間意識 

《目標》 

１ 「待ち時間」調査の結果や｢定時運転｣を読み、日本人の時間感覚を知る 

２ 韓国人の時間感覚を互いに調べ、自分たちと日本人の時間感覚を比べる 

３ 文化によって時間感覚が異なることを理解する 
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《教室活動》 

１ 韓国人の時間感覚を調べて、気づいたことを発表する 

２ 「待ち時間」調査の概要及びアンケート結果を読む  

３ 「定時運転から見える日本の社会」を読む 

４ 「待たされる時間」をどう感じているか互いに調査する 

５ 異文化地域での時間感覚の違いについて読む 
 

他に本文に出てくる中級レベル以上と判断される語彙をリストにし、すべての語彙にチェッ

クボックスを２つずつ設け、読み方と意味が既知のものであれば各ボックスに印をつけて自

習できるようにした。印のつかなかった語彙については辞書で調べ，確認できたら印をつけ

る。こうして読む前に語彙を確かめておくことで、本文の中身についてあらかじめ推測でき

るのでスキーマを活性化させられる。また、授業中、内容を読みとる作業に集中できる。 

 

４．授業での教材使用 

 読解授業はすべて（90分×２コマ×３）筆者が担当したが、はじめの目標即ち、日本語で

書かれたまとまりのある数種類の生素材に触れながら、日本事情・文化の一部を知識として

得る、素材を通して理解語彙・表現を増やす、日韓の文化を口頭または文字で比較表現して

みる、ということに関しては、研修生・教師ともにある程度の「達成感」を得られたと思う。

研修生に対して研修院側(1)から、また、筑波大学留学生センター側から行ったアンケート結

果によってもそれがうかがえる。 

しかし研修生の授業に対する満足度が高いのに較べ、読解科目が役に立ったかどうかへの

評価(1)が若干低いということも見過ごすことは出来ない。授業には満足しているが、それと

同程度に自分たちの日本語学習の助けになったと思っている訳ではないというのは、一体何

を示しているのであろうか。それは、授業中の教材に対する研修生たちの反応や、一部の研

修生から聴取した感想によって、大部分の研修生の日本語能力レベルと教材のレベルとに予

想外の開きがあったことに筆者が気づかせられたことと関係があるのではないだろうか。初

級から上級者までレベルが混在したクラスの中で使用する教材なので、日本語能力の高い研

修生用に、「チャレンジ」または「読み物３」というタイトルをつけて、余分に設問や読み物

を準備したが、自習してきた者を除き授業時間内にそこまで読み進めた研修生はいなかった。 

 また、授業では 4技能統合型を目指して「互いに話し合う」活動も組み込んでいたが予想

よりは短時間しか当てることができず、逆に内容理解のために教師が説明に要した時間が多

かった。クラス全員で参加すべき活動に導くためにはそうならざるを得ず、中上級者はまだ

しも、日本語能力の低い研修生にとっては負担が大きかったようだ。その他、「語彙確認」の

ための時間は特に予定に組んでいなかったが、実際には授業ごとに開始５分～15分は必要と
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された。予習としてやってくるべきはずが、クラス内で数名、または三分の一近くが不完全

にしかやってこなかったからである。これは、個人の問題というだけではなく、語彙数が多

すぎたこと、他の授業でも提出すべき課題が多く、時間的に余裕がなかったことにも原因が

あると言えるだろう。 

 

５．今後の課題 

研修院の方針で能力別クラス編成ができないことが、問題を複雑にしていることは間違い

ないところである。しかし、その困難を抱えながらも授業をしなければならないことを前提

に、今後の教材開発で検討すべき点をまとめてみる。 

今回１ケ月間接した研修生の日本語能力レベルを念頭において教材に採用したテキストを

分析してみると、「複文」が圧倒的に多く、動詞の受身・尊敬・自発・使役・使役受身が随所

に登場していることが難易度を高めていることがわかった。今回の研修生の多くは複文の正

確な理解が難しく、また自他動詞や使役受身などの区別、使い方を十分に理解していなかっ

た。そのため、教師の説明でテキストの内容は一応理解できたものの、自力で読めるように

なる手がかりを見出すことには至らなかった。修了テストの中で、名詞節の中の主語が誰で

あるかを問うたところ、一度授業で読んだものであったにもかかわらず、41％(2)の研修生が

誤答している。教材の設問を考える際に「複文」への意識的な扱いが今後不可欠であると言

えよう。 

更に、生の素材をテキストとして採用し、いろいろなタイプの読み物に慣れさせる、それ

を通して日本事情を知らせるということを目標にしつつ、レベル調整のためには難易度の低

い、漢語よりもむしろ日常的語彙を多く含んだ、インタラクティブな傾向のものを選ぶこと

も検討する価値がある。しかし、話題ベースで授業を組み立てるためには、内容的に有意味

な読み物でなければならないので適当な素材の選択は容易ではない。 

第 7次教育課程の施行により、2001年からは中学校での日本語教育もはじまった。今後、

低年齢層に教授する教師たちが研修対象になっていくことも視野に入れ、どのような素材

選択が望ましいか検討を重ねていかなければならない。 

 

注 
(1) 研修院側がコース終了直前に研修生に対しコース評価のアンケートを行った中で、必須科

目に関して三つの質問がなされた。「読解」科目の場合は、５点満点で①科目が助かりま

したか（4.36）、②はっきりとした授業の目標と根拠を提示しましたか。そして講師の専

門性と授業の準備度は（4.62）③講師は一生懸命に授業をしましたか。そして授業中、研修

生お互いの協同の雰囲気及び活発な参与（参加：筆者注）を誘導しましたか（4.66）だった。 
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(2) 問題は、 2段落のテキストの中で2段落目の冒頭「どうも、腑に落ちない反応だった」の

下線部分の主語を問うもので、受験者43人中19人が誤答した。 

 

資料 

 京畿道外国語教育研修院での事前インタビュー結果  (+印は同じ回答が多いもの) 

実 施 日：2005 年 3月 22日   場所：韓国京畿道外国語教育研修院教室 

調 査 対 象：京畿道内の高校の日本語教諭、年齢 40代～50代、１８名（男性8・女性 10） 

調 査 者：３名（西村・許・福留） 

調 査 方 法：調査者と対象者が１対１で面談。時間、一人約 15分。使用言語は日本語 

データ収集：本人の了解があればビデオ録画、そうでない場合は音声テープによる録音。 

日本語授業を受ける生徒に関する内容 

日本語学習学年 ２年生のみ 

（理系・工・商業高校） 

２、３年生（２年間） 

文系（２・３年生） 

３年生のみ 

（理系・工・商業高校） 

１クラス人数 （２８人）   ３０～３８人   （４０ ～４７人） 

クラス数 ３～１６クラス 

全体人数 ２００～５００人 

授業時間数（週当

たり） 

２コマ（工・商業高校） 

３コマ（理系） 

２、３年４コマ または 

６コマ（文系） 

２コマ（工・商業高校）

３コマ（理系） 

第二外国語で選択制だが、他言語が開講されないのでとっている 

日本語テスト（大学受験）のため+ 

日本のアニメが好きだから 

学習動機・目的 

 

日本語は他言語より、易しいから+ 

日本のゲーム、漫画、歌、歌手、アニメ（大衆文化） 興味 

映画・歌舞伎 

教師自身に関する内容 

持ち授業時間数 （週当たり）１８コマ、または２１コマ 

日本語教師の数 一校に １名、または  ２名＋   （３名） 

日常生活に役に立つ会話表現を教える 

旅行先でコミュニケーションがとれるように会話を教える 

ひらがな、簡単な単語、文章、会話 

文法、尊敬語まで教える 

国際社会に生きていく者としてアジア各国との交流の大切さを教える 

授業での中心的

教授事項 

言語的な差を認識させる、未来志向的な世界観をもたせる 
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多くの学生が関心をあまりもっていない。面白くない、勉強しない。 

漢字の読み 

状態文か進行形の文かわからない 

生徒から思いがけない質問があり、情報の新しさについていけない 

現代日本の政治･文化･社会･芸術について教えたいが知識･体験がない 

助詞 

日本語を使いながら教えること 

実力差のあるクラスで教えること 

授業で難しいと

感じる点 

反日感情を持っている学生が一人でもいるといると、雰囲気がおかしくなる 

９月の研修への期待 

生の日本語、現代語、若者が使う流行語、普通使わない言葉を知りたい 

聞く力を伸ばしたい 

会話力。会話の感覚を身につけたい。日本人らしく話せるようになりたい。 

擬態語、擬声語を知りたい 

自身について 

日本の文化歴史を知りたい 

新しい教授モデルを知りたい 

易しい日本語を使って文法を教える方法 

学生の好奇心を通して教えられるようなもの、ゲーム、歌を知りたい 

ニュース、ビデオ、インターネットなど、臨場感あるものを使って教えたい 

教科書中心に教材開発したい 

教授法について 

最近の歌、ゲームの用語を知りたい 
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